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「
ヒ
ア
リ
ン
グ
ル
ー
プ
」拡
大

補聴器 より聞き取りやすく

補
聴
器
を
使
う
難
聴
者
を
支
え
る
機
器

「ヒ
ア

リ
ン
グ
ル
ー
プ
」
の
設
鐵
が
、
各
地
の
公
共
施
設

な
ど
で
広
が
っ
て
い
る
。
雑
音
が
入
ら
ず
、
よ
り

聞
き
取
り
や
す
く
な
る
も
の
で
、こ
れ
ま
で
も
「磁

気
誘
導
ル
ー
プ
」な
ど
の
名
で
使
わ
れ
て
き
た
が
、

普
及
せ
ず
、
存
在
を
知
ら
な
い
難
聴
者
も
多
い
。

昨
年
施
行
の
障
害
者
差
別
解
消
法
な
ど
を
き
っ
か

け
に
、
難
聴
者
団
休
な
ど
が
認
知
度
向
上
に
力
を

入
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
（藤
本
綾
子
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「京
都
市
中
途
失

聴
。
難
聴
者
協
会
」
副
理
事
長
の

中
川
浩
さ
ん
（５６
）は
会
議
な
ど
で

ヒ
ア
リ
ン
グ
ル
ー
プ
を
日
常
的
に

利
用
し
て
い
る
。
約
３０
年
前
、
難

聴
者
団
体
の
会
合
で
初
め
て
使
っ

た
。

「耳
元
で
話
し
て
い
る
よ
う

ヒ

ア
リ
ン
グ
ル
ー
プ

マ
ー
ク

で
、
あ
ま
り
に
は
っ
き
り
聞
こ
え

る
の
で
び
っ
く
り
し
た
」と
語
る
。

ヒ
ア
リ
ン
グ
ル
ー
プ
は
、
マ
イ

ク
の
音
声
を
、
ル
ー
プ
（輸
っ
か
）

状
の
ア
ン
テ
ナ
を
通
じ
て
磁
気
に

変
え
る
。
そ
れ
を
補
聴
器
が
受
信

し
、
難
聴
者
は
音
声
と
し
て
聞
く

こ
と
が
で
き
る
。
雑
音
な
ど
が
入

ら
ず
、
必
要
な
音
だ
け
が
伝
わ
る

た
め
、
コ
ン
サ
ー
ト
や
会
議
な
ど

で
使
わ
れ
て
い
る
。

床
下
に
ル
ー
プ
を
埋
め
込
む
常

京
都
市
が
設
置
し
た
カ
ウ
ン
タ
ー
型
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
ル
ー
プ
リ
補
聴
器
が
対
応

し
て
い
な
い
人
も
受
信
機
を
耳
に
当
て

る
と
聞
こ
え
る

一
京
都
市
役
所
で

）

設
型
の
は
か
、
会
議
室
な
ど
に
持

ち
運
び
で
き
る
携
帯
型
、
窓
口
な

ど
で
使
え
る
小
さ
な
カ
ウ
ン
タ
ー

型
が
あ
る
．

利
用
に
は
、

「Ｔ

（テ
レ
ホ
ン

コ
イ
ル
）
モ
ー
ド
」
の
設
定
が
あ

る
捕
聴
器
が
必
要
。
た
だ
、
ヒ
ア

リ
ン
グ
ル
ー
プ
を
設
置
し
て
い
る

施
設
の
多
く
で
専
用
受
信
機
を
用

意
し
て
お
り
、
Ｔ
モ
ー
ド
に
対
応

し
て
い
な
い
補
聴
器
の
人
も
利
用

で
き
る
．

子

軽
度
・
中
度
の
難
聴
者
は
障
害

者
認
定
を
受
け
な
い
た
め
、
支
援

が
遅
れ
て
き
た
。
だ
が
、
昨
年
、

障
害
者
差
別
解
消
法
が
施
行
。
障

害
者
手
帳
を
持
つ
人
だ
け
で
な

く
、
障
害
や
難
病
な
ど
に
よ
っ
て

日
常
生
活
に
制
限
を
受
け
る
人
ら

を
対
象
と
し
て
お
り
、
そ
れ
を
き

っ
か
け
に
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
ル
ー
プ

を
設
置
す
る
自
治
体
も
増
え
て
き

た
。京

都
市
は
昨
年
、
本
庁
舎
や
区

役
所
、
支
所
な
ど
計
１６
か
所
に
設

置
し
た
。価
格
は
１
個
約
６
万
円
。

徳
島
県
も
昨
年
、
無
料
貸
し
出
し

を
開
始
。結
婚
式
会
場
に
設
躍
し
、

聞
こ
え
づ
ら
い
高
齢
者
が

「係
の

晴
れ
の
目
を
楽
し
め
た
」
と
喜
ん

だ
と
い
う
。

今
年
３
月
に
開
庁
し
た
和
歌
山

県
新
宮
市
の
新
庁
舎
や
、
堺
市
が

建
設
中
の
市
民
芸
術
文
化
ホ
ー
ル

に
も
導
入
さ
れ
る
な
ど
新
し
い
施

設
へ
の
設
置
も
定
着
し
つ
つ
あ

る
。
ヒ
ア
リ
ン
グ
ル
ー
プ
メ
ー
カ

ー
の
ソ
ナ
ー
ル

（京
都
市
）
に
よ

る
と
、講
演
会
の
レ
ン
タ
ル
な
ど
、

民
間
施
設
で
の
利
用
も
増
え
て
い

る
。だ

が
、
難
聴
者
の
ニ
ー
ズ
が
高

い
交
通
機
関
や
医
療
機
関
で
の
普

及
は
ま
だ
こ
れ
か
ら
。
駅
の
ホ
ー

ム
や
タ
ク
シ
ー
内
な
ど
に
も
設
置

さ
れ
て
い
る
欧
米
に
比
べ
る
と
遅

れ
て
い
る
と
い
う
。

姜

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
聰
覚
・

平
衡
機
能
障
害
の
認
定
を
受
け
る

人
は
国
内
で
約
４５
万
人
い
る
。
だ

が
、
日
本
補
聴
器
工
業
会
（東
京
）

は
、
軽
度
や
中
度
の
難
聴
者
も
含

め
た
補
聴
器
使
用
者
は
約
２
０
０

万
人
に
の
ぼ
る
と
推
計
す
る
。

高
齢
化
に
よ
り
、
さ
ら
に
増
加

が
予
想
さ
れ
る
が
、
軽
度
。
中
度

の
難
聴
者
へ
の
支
援
は
、　
一
部
の

自
治
体
で
補
聴
器
の
費
用
を
助
成

し
て
い
る
だ
け
で
、
十
分
と
は
い

え
な
い
。

金
日
本
難
聴
者
。
中
途
失
聴
者

団
体
運
合
会

（東
京
）
の
佐
野
昇

事
務
局
長
は

「聞
こ
え
づ
ら
く
な

っ
た
高
齢
者
が
自
宅
に
引
き
こ
も

り
が
ち
に
な
る
恐
れ
も
あ
る
」
と

懸
念
す
る
。
同
会
は
２
０
１
４
年

に
設
置
施
設
に
掲
示
す
る
「ヒ
ア

リ
ン
グ
ル
ー
プ
マ
ー
ク
」
を
作
成

し
、
普
及
に
力
を
入
れ
る
。

難
聴
者
の
支
援
に
取
り
組
む
東

京
工
業
大
教
授
の
中
村
建
太
郎
さ

ん

（音
響
工
学
）
は

「難
聴
の
人

の
多
く
が
聞
こ
え
づ
ら
い
現
状
を

諦
め
て
い
る
が
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
ル

ー
プ
を
使
う
こ
と
で
様
々
な
社
会

的
な
活
動
に
参
加
で
き
る
。
設
圏

施
設
の
マ
ッ
プ
の
作
成
な
ど
、
活

用
を
進
め
る
こ
と
が
認
知
度
向
上

に
つ
な
が
る
。
２
０
２
０
年
の
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
で
は
海
外
か
ら
多
く
の
難
聴

者
が
訪
れ
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
、

整
備
を
急
ぐ
べ
き
だ
」
と
話
す
。

会議室な どに設置で きる携帯型 ヒア リ

ングループの仕組み (ソ ナー ル提供 )

公共施設に設置加速 民間レンタルも

ループアンテナ
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